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Athanasius Kircher, 1601─ 1680
ドイツ出身の学者、イエズス会司祭。
その好奇心の対象は多岐にわたり、古
代エジプトとその言語と象形文字、光
学や磁気学をめぐる自然学、音楽、天
上界と地上界、地質学、光と影、医学、
暗号論、中国学など幅広い分野の著作
を残した。ヒエログリフ解読の先駆者、
あるいは伝染病微小生物原因論を初め
て実証的に示し予防法を提案したこと
でも知られる。その著作群は、一時は
デカルト的合理主義の立場から批判に
さらされたが、20世紀後半には、その
業績の先進性と多彩さが再評価される
ようになり、「遅れてきたルネサンス人」
とも呼ばれるようになった。
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本
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初
紹
介
！

『
普
遍
音
楽
』
は
、
一
七
世
紀
に
記
さ
れ
た
最
も
重
要
な
論
考
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
バ
ッ
ハ
や
ヘ
ン
デ
ル
ら
後
代
の
作
曲
家
た
ち
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
。
し
か
し
、
好
奇
心
の
か
た
ま
り
で
あ
り
、
奇
事
異
聞
の
こ
よ
な
き
愛
好
者
で
あ

る
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
想
像
力
は
、
音
楽
史
の
枠
に
と
ど
ま
る
こ
と
が
な
い
。
彼
は
彼
の
時
代
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
た
ほ
と
ん
ど
の
作
品
形
式
に
つ
い
て
、
て
い
ね
い
に
論
を
進
め
る
一
方
、
ひ
と
た
び
古
代
音
楽
を
俎
上
に
あ
げ
る
と
、
そ
の

空
想
力
と
妄
想
力
は
全
開
と
な
る
。
ナ
マ
ケ
モ
ノ
の
歌
、
歌
う
魚
、
猫
オ
ル
ガ
ン
、
拡
声
器
、
盗
聴
装
置
、
会
話
す
る
彫
像
、
イ
オ
リ
ア
竪
琴
、
自
動
作
曲
機
械
な
ど
の
不
可
思
議
な
事
物
が
次々
に
登
場
。
さ
ら
に
実
験
的
音
響
論
は
、「
音

は
光
を
ま
ね
る
猿
で
あ
る
」
と
い
う
主
題
の
も
と
に
語
ら
れ
、
宇
宙
の
神
秘
と
真
理
は
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
音
と
構
造
の
中
に
見
出
さ
れ
る
。
驚
異
に
満
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ア
タ
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キ
ル
ヒ
ャ
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の
伝
説
的
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表
作
、
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邦
初
登
場
。

キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
以
前
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
的
存
在
で
あ
る
。
知
り
う
る
こ
と
す
べ
て
を
知
り
尽

く
し
、
そ
の
知
識
の
五
〇
％
は
正
確
で
、
残
り
の
五
〇
％
は
誤
謬
と
妄
想
だ
っ
た
。
─
─
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Ｃ
・
カ
リ
エ
ー
ル

キ
ル
ヒ
ャ
ー
は
、
一
七
世
紀
最
高
の
博
識
家
で
あ
る
。
─
─
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
・
ジ
ェ
イ
・
グ
ー
ル
ド

私
の
蔵
書
で
、
一
番
の
自
慢
は
キ
ル
ヒ
ャ
ー
の
ほ
ぼ
完
全
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
─
─
ウ
ン
ベ
ル
ト
・
エ
ー
コ
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　　 工作舎

▲ナマケモノとその歌の譜面

▲自動作曲機「音算箱」


